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選択的初期評価プロファイル（ITAP） 

 

4-アミノ-5-ヒドロキシナフタレン-2,7-ジフォスフォン酸モノナトリウム塩 

 

物質名：Monosodium 4-amino-5-hydroxynaphthalene-2,7-disulphonate 

CAS No.：5460-09-3 

 

 

 

 

 

 

選択的評価の結果の要旨 

 

註記：この評価は次のエンドポイントのみを取り扱うことに対象を絞っている：ヒトの健康：急性毒性、

反復投与毒性およびin vitro変異原性。この報告を完全なSIDS 初期評価とみなすことはできない。それにも

かかわらず、扱ったエンドポイントに関する結論は加盟各国により同意されており、有害性評価とリスク評

価に用いられることがある。他のエンドポイントの結果は、有害性評価およびリスク評価に関連するかもし

れないが、当該評価では扱っていない。 

 

対象を絞った評価の合理的根拠 

日本の化審法の下で、既存化学物質の有害性評価が実施されてきた。化学物質が「生分解性が無い(難分解

性)」および「高蓄積性でない」と評価される場合、少なくとも28日間反復投与毒性試験および2つのin vitro

変異原性試験がヒト健康に関する有害性評価のためのスクリーニング試験として求められる。もし、化学物

質がヒト健康に対して長期毒性を有する可能性がある、と評価されるなら、その化学物質は第二種監視化学

物質に分類される。そうでない場合は、その化学物質は追加作業の優先性は低くなる。第二種監視化学物質

はリスクベースの管理を受ける；初めは、それらの物質の年間製造量が監視される。 

 

4-アミノ-5-ヒドロキシナフタレン-2,7-ジフォスフォン酸モノナトリウム塩は日本の経済産業省(METI)に

よって「生分解性無し(難分解性)」および「中程度に蓄積性」と評価された。生分解性および蓄積性は選択的

評価の一環ではなく、したがってITAP中にない。急性毒性、反復投与毒性および変異原性についての4-アミ

ノ-5-ヒドロキシナフタレン-2,7-ジフォスフォン酸モノナトリウム塩 の初期有害性評価は、この化学物質が日

本における第二種監視化学物質として分類されるかどうかを決定するために日本のMHLW（厚生労働省）に

よって2006年12月に日本で実施された。 

 

この選択的評価文書は、本来MHLWの化学物質評価専門委員会の資料に基づいており、毒性学的プロファ

イルを、OECD HPV化学物質プログラムのために再評価した。 
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物理的化学的特性 

4-アミノ-5-ヒドロキシナフタレン-2,7-ジフォスフォン酸モノナトリウム塩は水溶解度が11400 mg/kg 

bw(20℃)の明るい褐色の粉末である。水中では、本物質のモノナトリウム塩イオンは硫酸基から解離すると

考えられる。融点が380 ℃超である。オークタノール－水分配係数(logKow)の推定値は遊離酸について-2.3で

ある。推定蒸気圧は9.8×10-22Pa(25℃)である。 

 

ヒトの健康 

経口投与された4-アミノ-5-ヒドロキシナフタレン-2,7-ジフォスフォン酸モノナトリウム塩は、2000 mg/kg 

bwの用量でラットに何ら影響も及ぼさず、両性の経口LD50は＞2000 mg/kg bw(OECD TG401)であった。 

 

哺乳類における28日間反復投与毒性試験のガイドライン(日本の化審法に基づく)に従っているラットにお

ける反復投与経口毒性試験では、4-アミノ-5-ヒドロキシナフタレン-2,7-ジフォスフォン酸モノナトリウム塩

を0(担体対照、1w/v%メチルセルロース)、30、100、300、または1000 mg/kg bw/dayで28日間にわたり強制

胃管投与した。体重および臓器重量、血液および尿の分析、肝臓および腎臓の顕微鏡観察を含めて、所見は

どれも有害影響はなかった。この結果に基づき、反復投与経口毒性のNOAELは両性で1000 mg/kg bw/day で

あった。 

 

Salmonella typhimurium の4つの菌株およびEscherichia coli WP2 uvrA株を用いた、バクテリア変異原

性試験（OECD TG 471）において、4-アミノ-5-ヒドロキシナフタレン-2,7-ジフォスフォン酸モノナトリウ

ム塩は代謝活性化系の有無に関わらず陰性であった。チャイニーズハムスターの肺（CHL/IU）細胞を用いた

in vitroの染色体異常試験（OECD TG 473）でも4-アミノ-5-ヒドロキシナフタレン-2,7-ジフォスフォン酸モ

ノナトリウム塩は代謝活性化系の有無に関わらず陰性であった。 

 

合意を得た有害性の結論 

この化学物質はこの評価で対象を絞ったヒト健康エンドポイントについて有害性を示唆する特性を持たない。 

 

利用可能なばく露情報（対象を絞った評価の一環ではない） 

日本（担当国）における、4-アミノ-5-ヒドロキシナフタレン-2,7-ジフォスフォン酸モノナトリウム塩の製

造および輸入の総量は、2007年会計年度で100－1000tの範囲であると推定された。米国における製造および

輸入量はUS-EPAのIUR情報によれば、2006年に5×105～1×106ポンド(227－454t)であった。4-アミノ-5-

ヒドロキシナフタレン-2,7-ジフォスフォン酸モノナトリウム塩はアゾ染料と媒染剤の中間体として使われて

いる。日本における他の用途情報は入手されない。 
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